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　　　　　第8醇醐発委三会（定例会議）一の・一，　二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　．議事次第

工時　紹和52’年三ろ・晒　　　．
　　　　ノジ午御三吟～4蒔
　　　、　．　　　・．　　1’

2．場所　　　宇宙開発委員会会議室

5　議題．　　　’　．’

∵日・ES燗徹三会謙ういて1（報告＞

4．資料』

委8三巴回字宙醗翻会（是例会議礒鞭旨
　萎8－2’欧州三三（ESA．）とφ微鹸練ついて

　　　　　　　恵山）・　　　　6
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日時’

場所

第7回宇宙開発委員会（定手絵調

　　　　議　事　要　旨

昭和52年5月23日姻『 ﾟ後2時～4時・

百雷開発i表面会会謹室

∵鴎細面騨層（インマルサット）醐する最近の動き

　について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／資料

委7－1　第6回宇宙開発委員会（定例会言；の議事要旨’

委7－2　国際海事衛星機構（インマルサット）に関する

．　　　　最近の動きにっレ「ズ・

出席者　　　　　　　　　　，　　．　　，　一　　．

　宇宙開発委員会委員環代理

　　　・〃　．　　委員0

　　　〃　　囎　．　　　　　〃　　’

融明者

　郵政省大臣官房電気通信参事官・

関係省庁職員等

科学技術庁麟騨離、
気象庁総務部環

隔郵政省電波監理局審議官
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宇津木

・（代理：富樫）

門　田　　　博

（∵睾）

道
巌

建設省大．臣官房技術参藩官

　　轍叡外官蹴髄信擁馬齢，

　　　　”．．電波監理局宇宙通信開発課

事務局

・科学技術庁研究調整局宇宙企画諜長

　　　　〃　’　ド　　　宇宙国際謙長

　　　　〃　．　　　、宇宙開発課長

6．議事要旨　　　　、

（1）　前回議争要旨について
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一郷琴平勢州験．（定例会詳1の諦鮨が騰された・
（2）国隙海事衛星機構（インマルサット）設立条約に関する事、

・獅最近働きについて・，轍大臣官房の日献実繍通信．

鱒齢ら資鱗7－2鷹寧て謝が行繍た後・以下

　の質疑応斧が行われた・　　．　　　”

　　通信は具体イヒしていないσ

網島：日本の舶舶と日本の陸上局との通信の公衆電気通信法上1

　　の取扱いはどう考えて．いる粉。

日高：①イ’ンマルザツトの設置する衛星局は外国法人の無線局’

　　である・こζ・〆②現初回七回三法は＼姻の係送路を

一鞭して回蝋型を行暢合には・郵政大臣の認可を受け



、

＼

　　る．ことを難とじているが・国内公衆通信鞘を行備々公1

　　社についてはYこの認可の対象としておらず・騨除公衆通信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　業務を行う国際電々㈱のみを想定していること。

　　　以上の2点から▽インマルサット衛星を利用する公衆通信

　　’は、国際公衆通信であると判断してφる．

細島3・圏際通信とすると使用料か高ぐ・・利用者は国内通信を選ぶ
　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　のでは宏いか。　　，　　　・　　　．　　　’●　　　　　　　　　　・　　　　　　，
●’日高：衛星を用いろ場合、待ち時閥の大幅な短縮、通信の品質が

　　　　大幅繊菩される等の利点旅舶llに加味した門灯えら

　　　　れ、∫これら4）利点を考之て蹴な’り利用されていくものと考え　　　’・

　　　　ている。　’　　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　．

　　鵜島：日本が自国¢）移動業務用通信衛星を使用する場合、インマル
　ヘモ

隔　　’サヅ挙とめ関係はどうなると）か。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　日高1インマルサットと調整する必要があり総会の勧告を受ける

　　　　ことと・なる。　’　　　　　　　．　　　　・　’〆　幽

●こ蝶は剛力榊こと棚示されて棚内シス旭、
●＿醐発す・る．ことは騨拶・門門漱き暗とから洛
　　　　甲が二階シ界テムを開発する．ζ塾とは困難で発ると考える・．

　ξiごi島－：たとえは二巴’公社が移動1酬霞用ゐ衛星を開発することとな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　、　　　　 　斐・冴て．ノ　．

　　　　れば色々．と二丁が加えられコストも安くなると考えtるので・

　　　　国除的なものと日本独：自のものの両立性は今後り検討課題で，

　．’．ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　・八藤港に停泊中の船舶はインマ砂ツ随用いて通信で部こ

　　　　とと㌔なった：か。・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　，　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

隔・鯉回政府間会議の酷鷹づ四三監理局で措三輪
　　三三ある。

緬’島：海上の石油採撫基地は、インァルサツトを使用して通信で．

　　きるの力嘉

既：その性鵜らみて・インマ舛ツ吸びインチ暫ツトの

　　どちらを利層することも可能であろう・

　　今鱗このようにご．の両者の競合が問騨犀なっていくことと思　　●

　　う。　　　　　　　　　　　　　　、．　　　　●
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　　　　　　　欧聯関醐陶騨ついて騨

　　　　　　　　　　　，　　　　昭和52年胡5．0日・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究調整局

　　　・　昭和51年12月7日、漂記会議が下記の通り開糖された。’概

　　　　要は別添の通りである。
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日時　　51年12月7日　10：00より

繍亀覧ES胸脚．4雛㊥！’・

（1）ESAの宇宙計画現状

（21　日本の　　〃

（3）宇宙醗協旅つ吟て幽

　　工　マロワツ追跡支俵について

　　2．科学分野での協力について

（41意見交換

　　エスペ」スラゐスペースシャトルの利用

　　2．　アリアン

　　5　マロツツ

出席者

（ユ）日本側　　　　，

　　科学技艦　佐伯宗治参事官

　　文都省・　穂木浩学術国際局一丁巳機閑課長

　　　　　　　　　平心邦雄東京大学宇宙航空研究所教授

．o

覧

、
9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　㍉「

　　　購三方輪波田柵卜究官・労，
　　　外三三哲士在仏日本大騰鞘祁官

』（2γESA側

　　．R・ギブソン　・・．事務局長

　　．W・ルキーツシユ・　　　，　通信計画部長

　　G．ヴァンリート．●　　事務長

　　鉱・トレンデレシブ疲．科学・気象計画部長　　　●・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　H●カルテンネ勿7，国際．辮担当副部長．＼

　　A．ダットナー．　　　鴨企画部長補佐

　　R・オリイエ．’∫アリア凋画副部長9

1R●フレィス．鎖鎌工獅スト殉

　　血・E・絢一．　ESTEC宇宙科学糖蜜．

　　E・ペイ．トルマン，．’未来科学計画謙長

　　丁．F．ハウウェル’．　ミッション課長

　　江・コレツ㌧．’STS部　　　　6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．　．　●
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　‘　　　　’♂日。ESA行政官会議概要・．　　　　　　　『

　　．∴㍉　 ・．’ ｺ和5・綱2月z旦！’

・　．佐伯宗治科学技術庁参事官を団長とする日本側一行は1976　　　・

，年12月7日ESA本都を訪問し、R．ギブソン。ESA事務局　　　　　　’

　・長をはじめとするES．A職員と会議を開催し宇宙分野での協力に．・

●ついて協議を行った外・相互に関心のある問題について意見交換　　　　・

●

を行った。　・　　 　　・●　　　　　　ρ

↑　ESA側は日本側一行を歓迎すると共にESんの宇宙開発の現

　状及び計画について説明を行ったb

2，日本側ぼESA側に謝意を表すと共に日本の宇宙開発現状及

　び計画について説明を行った。

5ESAの鵬欄星マ・ッツの追跡支援について幽いがな

　された。

（1）　ESA側はNASAがオーーロラル及びグアムのV甘F地上

　局の連用延長を深定したことを述べ、さらにこれらNASA

　地上局の利用が日本ゐ地上局の利用に比して安価であるので

　NASAの地上厨を利用する旨を述べた・またESAはバツ

　クアツプを日本側に依頼する可能性のある旨を述べた。

（2）　日本側は、日本の打上．げ計画に支障を及ぼさない範囲での

　協力は可能である旨を述ざた・また旦SAが将来バックアップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
　を必要とする揚合の為に、双方地上局の使用とあき状況につ

　いて通知する華が合意された。 町
？
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4・科学分野の協力について話合いがなされた。　　．　／・∴

　　（1）　ESAは将来の協力として・GEOSを屠回る共同突験・

　　　特にアイスランド及び南極地域に鞠する共同実験及び

　　　EXOS－A、EXOS－Bについてのデータ交換の可能性を’

　　　指摘した。

　　（21　ESAは、EXOS－B衛星を用いる電場測定に関する

　　　スウェーデン提案について述べた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　（3）　猛SAはESA．の科学者がGEOS、エSEEのデータ1交　　　　■

　　’拠を国際磁気圏観測計脚（エMS）の下で行うことを日案

　　　した。詳紬はD．E．パージュ博士がアレンジすることに

　　　なった6

・　．（4｝’D．E．バージユ博士の説明に対して日本側は赤外回望

　　　遠鏡及、ぴエs耳E計画に多大の関心：を示した。

5．　スざ一スシヤトル《㌘利用、スペースラブの利用」アリアンロ

　ケット、マロ㍉ツについて双方は相互に意見を交換した。

6・　日本側は次期会議を1977年秋・東京で開催することを提

案した・　　　　　　　　　　　　　　　．●●

7　コンダクトポイントの改訂が合意された。
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